
一般社団法人日本リハビリテーション工学協会

暮らしのための姿勢保持
重症心身障害児･者の支援における、評価からカタチへつなぐ実践プロセス

日時 2026年10日3日(土)・10月4日(日)

会場
西日本工業大学 小倉キャンパス
（福岡県北九州市小倉北区室町１丁目２−１１）

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 専門部会 SIG姿勢保持
URL：http://www.resja.or.jp/posi-sig

【協力団体】公益社団法人福岡県作業療法協会 【後援団体】公益社団法人福岡県理学療法士会

参加方法
① 現地参加（2日間）
② オンライン参加（1日目のみ）
下記のURLもしくはQRコードからPeatixにてお申込みができます。
URL：https://posisig2026.peatix.com 申込み期限：9月6日(日)

・暮らしと医療の基盤

姿勢保持やポジショニングを行う上で不可欠な「医学的根拠」と、対象者の「日々の暮らし」に

おける視点を整理します。

・制度の歴史と現在を学ぶ

適切な機器を選定・導入するために必要な補装具制度について学びます。

・「評価」を「モノ」へ変換する工学的視点と技術

「評価」を、エンジニアはどのように咀嚼し、具体的な「モノ」に落とし込んでいるのか。その

観点と発想の道筋を共有します。

プログラム

・実践：ハンズオンディスカッション

参加者がグループに分かれ、実際のモデルケース２例に対して姿勢保持の検討を行います。評価

から製作検討までの一連の流れを、ファシリテーターの助言を受けながら、検討を深める体験を

する実践的なワークショップです。


